




防災力向上に向けた機能

◇災害発生時における顧客、従業員等の安全確保に重点を置いた
訓練を実施する。

◇近隣の町会や自治会に働きかけ、合同での防災訓練を行える
ようにすることで、周辺地域住民の防災意識の向上も図る。
防災訓練では、マンホールトイレの組み立てや防災備蓄倉庫に
保管されている食料（アルファ化米）を使い、実際にかまど
ベンチで炊き出しを行うことで、災害時に戸惑うことなく防災
器具を利用できるようにする。

◇災害活動に際し、緊急用
ヘリコプターがホバリン
グし、救助活動を行うこ
とができる緊急救助用ス
ペースを建物の屋上に整
備する。

都市防災における取組み内容

◇災害対応の強化として、住宅棟を制震構造または免震構造とする。

震災対策機能

■建物の耐震化

◇給水系統を単独系統とし、自立電源を備えることで災害時にも受
水槽から給水可能であり、排水管継手に耐震フレキシブルジョイ
ントを採用した災害時に帰宅困難者が利用可能なトイレを、防災
広場のマンホールトイレとは別に、共用部２階に整備する。

■災害時にも利用可能なトイレの整備

■緊急救助用スペース

■防災広場
◇災害時に地域住民や帰宅困難者等に開放する「マンホールトイレ」

や「かまどベンチ」を備えた防災広場（約200㎡）を整備し、防災
広場に面して整備する歩道状空地（約70㎡）と合わせて合計約
270㎡を一時退避が可能な空間として整備する。

マンホールトイレマンホールトイレ かまどベンチかまどベンチ

◇居住者用の防災備蓄倉庫を各階
に整備する。

■防災備蓄倉庫

◇建物の２階に防災センター
を整備する。また、帰宅困
難者向けの防災備蓄倉庫は
地下に整備するが、建物の
入口部に止水板等を設置す
ることで、地下への浸水を
防ぐ。

風水害対策機能

防災センター防災センター

■災害時における滞留者や帰宅中の帰宅困難者への対策

非常用発電機非常用発電機 帰宅困難者向け防災備蓄倉庫帰宅困難者向け防災備蓄倉庫

◇歩道状空地（約510㎡）と一体的に利用可能な広場（約
290㎡）、庇により雨に濡れずに退避できる空間（約
290㎡）を整備し、停電時にも使用できるコンセントを
整備することで、災害時に一時退避が可能な空間（約 
1,090㎡）を確保する。なお、２階レベルにおいても災
害時にも利用できるトイレに近接した位置にテラス広場
（約300㎡）を整備し、うち150㎡には庇を設置してい
るため、雨天時にも雨に濡れずに退避できる空間を備え
ている。

◇帰宅困難者向けの防災備蓄倉庫を、建物外部からもアク
セスしやすい場所に整備するとともに、非常用発電機や
太陽光発電機、自立電源型照明等を整備することで、共
用部やトイレ、携帯電話の充電用の電気を供給するなど、
帰宅困難者への対応を強化する。
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